
即
ち
、
漢
訳
妙
・
正
両
法
華
経
倶
に
、
文
殊
支
利
が
海
中
の
娑
喝
羅
竜
宮
に
於
て
無
量
不
可
称
計
の
衆
生
を
教
化
し
、
八
才
の
竜
王
の
娘

の
成
仏
し
た
こ
と
を
語
る
の
に
対
し
、
舎
利
弗
が
女
人
に
は
五
陣
が
あ
る
故
、
竜
女
が
無
上
道
を
得
た
と
す
る
こ
と
を
信
じ
得
な
い
と
な

す
対
話
が
記
る
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
論
は
竜
女
の
実
践
で
括
ら
れ
る
。
竜
女
が
献
上
し
た
宝
珠
ｇ
凶
邑
を
世
尊
が
受
納
す
る

法
華
経
の
提
婆
達
多
品
は
女
人
成
仏
に
言
及
し
た
経
典
で
あ
る
と
は
広
く
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
法
華
経
が
一
仏
乗

を
商
唱
し
、
悉
皆
成
仏
を
旗
標
と
し
て
い
る
以
上
、
女
人
の
み
な
ら
ず
凡
て
の
も
の
の
成
仏
を
説
示
し
て
お
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で

●

あ
る
。
摩
訶
波
閉
波
提
（
冨
勢
ロ
§
国
蔵
ｇ
ｇ
や
ゴ
ー
タ
マ
の
妃
耶
輪
陀
羅
（
員
鼠
ｏ
号
貰
煙
）
等
の
女
人
が
法
華
経
説
法
の
会
座
に
列

し
、
法
華
経
を
聴
受
し
、
や
が
て
彼
女
等
が
法
華
経
の
功
徳
に
よ
り
悟
り
を
開
い
た
こ
と
、
更
に
は
法
華
経
が
常
に
善
男
子
・
善
女
人
と

語
り
か
け
女
人
を
念
頭
に
お
く
こ
と
で
説
法
を
始
め
る
こ
と
も
、
一
乗
法
華
経
の
立
場
よ
り
し
て
当
然
の
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
女
人
成
仏
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
一
仏
乗
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
提
婆
達
多
品
の
八
才
の
竜
女
の
成
仏
を
執

り
上
げ
、
そ
れ
だ
け
に
よ
り
、
女
人
成
仏
を
解
説
す
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
索
直
に
肯
首
出
来
か
ね
る
も
の
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

ブ
つ
０

女
人
成
仏
ｌ
変
成
男
子
に
っ

1

望
月
海
淑

い

て

’
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よ
り
も
成
仏
は
疾
い
と
し
て
、
人
々
の
眼
前
に
於
て
竜
女
の
成
仏
が
減
じ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
説
明
文
は
次
の
如
く
で

あ
る
。

幽
昏
画
冨
の
冨
凶
日
ぐ
①
両
望
画
冒
＄
ぬ
陛
冒
Ｉ
ご
画
的
画
１
国
両
出
口
巨
薗
の
胃
ぐ
色
１
－
ｏ
汽
齢
１
胃
鱈
ご
艶
爾
四
ョ
砿
昏
“
急
国
豊
鱈
８
”
腎
巷
９
国
の
罠
凹

●

胃
煙
ｑ
鯵
厨
鱈
日
冨
庁
の
目
》
口
日
々
“
日
蝕
員
胃
冨
９
日
胃
）
日
ロ
印
曾
島
々
僅
日
。
騨
胃
働
邑
巨
号
彦
曾
僅
日
ｇ
』
巨
切
胃
弓
画
き
唇
興
鯵
日
。
》

●

■

●

騨
口
勧
国
四
日
の
鮭
口
昼
胃
獣
買
目
二
国
豊
凶
冒
弓
の
国
斡
画
昌
旦
餌
厨
一
忌
日
ｇ
蟹
日
胃
脚
可
動
ロ
ｇ
唇
一
画
昏
角
・
鱈
厨
ご
騨
遇
働
冒
島
段

●
●

。
●

■

ぐ
一
日
鯉
両
国
画
冒
画
さ
一
向
壁
Ｉ
ｑ
廿
騨
匡
伽
国
営
閏
印
閣
己
冨
１
尉
僅
冒
鎚
１
９
画
］
の
ウ
ｏ
○
ご
‐
‐
ご
伺
弄
い
鱈
Ｉ
曽
甦
の
づ
ぷ
“
ロ
ロ
舞
日
里
〕
宮
助
曽
ゴ
ご
匡
Ｑ
Ｑ
ｐ
四
ョ

■

厚
日
習
僅
ｇ
２
ｇ
畠
風
昌
僅
璽
の
胃
畠
・
・
…
・
…
：
．
淀
剴
案
．
．
…
・
…
：
．

●
■

（
（
時
に
海
竜
王
の
娘
は
一
切
世
間
の
面
前
、
長
老
舎
利
弗
の
面
前
で
女
根
を
転
じ
て
男
根
を
現
じ
、
菩
薩
た
る
自
我
を
現
ぜ
り
。
こ

の
時
南
方
に
行
き
、
南
方
に
無
垢
と
名
附
け
ら
れ
る
世
間
が
あ
り
、
そ
こ
の
七
宝
合
成
の
菩
提
樹
下
に
於
て
座
し
て
正
覚
の
自
我
を

現
ぜ
り
。
．
…
・
三
十
二
相
を
持
ち
、
一
切
の
特
徴
・
色
・
光
を
も
っ
て
十
方
を
照
し
て
法
の
説
示
を
な
し
き
）
）

と
記
し
て
お
り
、
妙
正
両
経
倶
に
変
成
男
子
と
訳
出
さ
れ
た
箇
所
が
、
女
根
を
男
根
に
転
ず
る
と
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て
お
る
以
外
に
は

③

に
、
梵
文
法
華
経
は

当
時
衆
会
皆
見
二
竜
女
一
。
忽
然
之
間
変
成
二
男
子
一
・
具
二
苦
薩
行
一
・
即
住
一
雨
方
無
垢
世
界
一
。
坐
二
宝
蓮
華
一
成
二
等
正
覚
一
。
三
十
二

①

相
八
十
祇
好
、
普
為
二
十
方
一
切
衆
生
一
波
一
説
妙
法
一
。

こ
の
妙
法
蓮
華
経
に
対
し
正
法
華
経
は
次
の
如
く
で
あ
る
、

②

於
斯
変
成
男
子
菩
薩
。
尋
即
成
仏
。
相
三
十
二
衆
好
具
足
。
国
土
名
号
衆
会
皆
見
、

こ
の
両
経
に
於
て
訳
文
の
相
異
・
長
短
は
あ
っ
て
も
、
表
現
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
は
相
異
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
更
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提
婆
達
多
品
は
舎
利
弗
の
言
を
か
り
て
、
女
人
は
垢
械
に
し
て
、
五
隙
が
あ
る
故
に
成
仏
出
来
え
な
い
と
す
る
従
来
の
観
念
を
示
し
て

④
⑤
，

い
る
。
事
実
、
女
人
は
仏
教
の
歴
史
の
中
に
於
て
も
、
「
女
人
は
梵
行
の
垢
な
り
」
「
女
は
則
ち
世
間
を
巣
す
」
と
か
、
「
女
は
梵
行
の
、

⑥
く

垢
と
な
す
、
亦
世
間
を
悩
害
す
」
と
か
な
さ
れ
冷
遇
さ
れ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
男
と
女
の
も
っ
て
い
る
性
は
当
然
異
な
る
も
の
で
あ
り

な
が
ら
も
互
に
相
引
き
合
う
宿
命
を
も
っ
て
お
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宿
命
の
故
に
、
男
は
女
に
蹴
れ
、
や
が

て
は
修
行
を
志
す
人
も
そ
の
志
を
忘
却
の
彼
方
に
押
し
や
る
危
険
性
を
も
っ
て
お
る
が
た
め
に
、
か
く
女
人
が
排
折
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
修
行
の
た
め
に
は
強
い
遊
念
堅
固
が
必
須
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
男
の
心
も
亦
は
か
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
心

の
ゆ
る
み
、
身
心
の
寂
漠
感
が
い
つ
男
を
襲
う
と
も
限
ら
な
い
。
た
め
に
、
女
を
梵
行
の
垢
と
な
し
と
こ
れ
を
け
な
し
、
更
に
般
若
経
の

⑦

常
不
レ
生
二
下
賎
家
一
・
乃
至
不
し
生
二
八
難
之
処
｝
・
常
不
〉
受
二
女
人
身
一
。

と
女
人
を
し
り
ぞ
け
る
こ
と
が
男
に
対
し
て
要
求
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
女
性
に
対
す
る
態
度
は
、
男
女
隔
別
の
男
性

中
心
主
義
の
も
の
の
見
方
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
提
婆
達
多
品
に
示
さ
れ
た
五
陣
も
こ
の
よ
う
な
女
性
軽
視
の
立
場
を
根
底
と

や
は
り
妙
・
正
両
法
華
経
と
の
相
異
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

即
ち
、
変
成
男
子
は
梵
文
法
華
経
の
具
体
的
表
現
を
抽
象
的
表
現
に
置
き
か
え
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
い
う
る
が
、
何
故
に
竜
女
は
男

に
姿
を
変
え
な
け
れ
ば
成
仏
し
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
果
し
て
女
人
の
即
身
成
仏
が
実
証
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
疑
は

こ
の
点
に
存
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
小
論
は
、
各
経
典
の
中
に
於
て
、
女
人
成
仏
の
問
題
が
如
何
様
に
執
り
上
げ
ら
れ
て
お
る
か
、
に
つ

い
て
の
資
料
の
蒐
集
に
あ
る
と
い
い
う
る
。
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⑪

般
若
経
恒
河
提
婆
品
は
「
こ
の
恒
河
提
婆
の
姉
は
未
来
世
の
中
で
作
仏
す
べ
し
。
劫
を
星
宿
と
名
づ
け
仏
を
金
華
と
号
す
。
阿
難
ょ
、

こ
の
女
人
は
女
身
を
恥
り
男
子
の
形
を
受
け
、
ま
さ
に
阿
門
仏
阿
卑
雛
捉
国
土
に
生
ず
ぺ
し
。
彼
に
於
て
浄
き
梵
行
を
修
す
。
…
…
」
と

⑫

述
べ
て
、
明
白
に
恒
河
提
婆
の
姉
が
変
成
男
子
に
よ
り
仏
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
曇
際
密
多
訳
出
の
転
女
身
経
・
雲
無

し
て
出
発
す
る
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
陣
は
五
分
律
巻
二
十
六
に

⑧

女
人
有
二
五
磯
一
不
し
得
し
作
一
天
帝
釈
・
魔
天
王
・
梵
天
王
・
転
輪
聖
王
・
三
界
法
王
一

と
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、
南
伝
の
多
界
経
等
多
数
の
も
の
に
こ
の
五
侭
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
こ
の
五
障
及
至
女
人
劣
視
の

見
方
は
随
分
と
古
く
か
ら
存
在
し
た
も
の
と
い
い
う
る
。

⑨

更
に
、
無
冠
寿
経
に
は
「
我
仏
を
う
る
。
十
方
無
賦
不
可
思
議
仏
の
世
界
な
り
。
其
れ
女
人
あ
り
。
我
が
名
字
を
聞
い
て
歓
喜
信
楽

し
、
菩
提
心
を
発
し
、
悪
き
女
身
を
厭
う
。
寿
終
る
の
後
、
ま
た
女
像
と
な
る
者
は
正
覚
を
取
ら
ず
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
し
て
も
大
乗
仏
教
に
於
て
も
、
女
人
劣
視
の
感
あ
る
こ
と
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
切
皆
空
・
諸
法
無
我
を
旗
幟
と
す
る
仏
教
思
想
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
男
女
隔
別
に
よ
る
女
性
劣
視
の
も
の
の
見
方
は⑩

本
来
相
い
れ
ざ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
初
期
経
典
の
中
に
世
尊
と
阿
難
と
の
論
靜
の
存
し
た
こ
と
を
認
め
得
る

が
、
こ
の
異
和
感
の
存
し
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
い
う
る
。
ま
し
て
、
大
乗
仏
教
運
動
の
中
に
於
て
、
一
切
の
も
の
の
我
を

否
定
し
、
あ
り
の
ま
典
に
も
の
を
認
め
よ
う
と
す
る
、
空
・
諸
法
実
相
の
真
空
妙
有
の
思
想
の
中
で
、
男
女
隔
別
・
女
性
劣
視
の
立
場
は

当
然
超
克
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
採
用
し
た
方
法
が
変
成
男
子
で
あ
っ
た
。

3
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し

⑬

繊
訳
出
の
仏
説
腹
中
女
聴
経
の
同
本
異
訳
と
思
わ
れ
る
経
典
中
で
は
、
仏
が
筒
酬
堀
山
で
説
法
中
に
、
鎮
達
多
婆
羅
門
の
妻
浄
日
は
懐
姫

し
て
お
り
、
彼
女
の
腹
中
の
女
児
が
一
心
に
合
掌
し
て
仏
の
説
法
を
聞
い
て
い
る
の
を
天
眼
第
一
の
阿
泥
瀧
が
み
て
仏
に
告
げ
る
。
仏
は

こ
れ
は
無
垢
光
女
で
あ
る
と
な
し
、
四
法
に
関
す
る
問
答
の
す
え
、
智
怨
第
一
の
舎
利
弗
も
こ
の
女
の
た
め
に
論
破
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
仏
は
こ
の
女
の
願
を
聴
い
て
女
身
を
転
じ
て
男
子
た
ら
し
め
、
女
は
出
家
し
て
祥
薩
と
な
っ
た
、
と
す
る
物
語
が
展
開
さ
れ
て

お
る
が
、
こ
Ｌ
に
み
ら
れ
る
も
の
も
変
成
男
子
思
想
で
あ
る
。
亦
、
般
若
の
空
思
想
に
基
い
て
大
乗
の
菩
薩
行
を
説
い
た
と
な
さ
れ
る
大

⑭

樹
緊
那
羅
王
所
問
経
は
、
大
樹
那
羅
王
の
諦
夫
人
等
が
「
我
等
は
無
上
逆
心
を
発
せ
ど
も
、
終
の
こ
の
女
人
の
身
を
以
て
し
て
は
阿
蒋
多

羅
三
読
三
菩
提
を
成
ぜ
ず
。
世
尊
よ
我
等
が
た
め
に
法
を
説
き
、
我
等
の
識
を
し
て
女
身
を
転
捨
し
男
子
の
身
を
得
、
疾
く
無
上
正
真
の

道
を
成
ぜ
し
め
た
ま
え
」
と
語
る
の
に
た
い
し
て
世
尊
は
「
諸
姉
よ
、
諦
に
聴
き
て
普
く
こ
れ
を
思
念
せ
よ
。
吾
ま
さ
に
演
説
し
て
女
身

を
転
捨
し
て
男
子
の
身
を
成
じ
、
無
上
正
真
の
道
を
得
し
む
ぺ
し
」
、
と
女
身
を
肱
じ
男
子
と
な
る
た
め
の
十
法
行
を
展
州
し
て
い
る
。

十
法
行
と
は

６
速
疾
・
柔
頼
・
質
直
・
無
偽
・
無
幻
・
無
作
正
直
の
心
、

５
法
を
愛
し
、
法
を
楽
み
、

成
ず
る
を
得
ん
と
欲
す
。

１
菩
提
心
。

２
仏
に
親
近
し
て
余
天
に
事
え
ず
、
邪
見
を
離
る
。

４
無
為
心
に
し
て
布
施
を
行
ず
、
詐
偽
を
以
て
戒
を
修
持
せ
ず
、
恭
敬
の
意
を
以
て
賢
聖
に
趣
向
す
、
正
法
を
聰
受
す
。

５
法
を
愛
し
、
法
を
楽
み
、
法
を
欲
し
、
法
を
聴
き
、
法
を
聞
き
己
り
て
正
念
観
察
し
て
女
身
を
職
脈
し
常
に
郷
ん
で
男
子
の
身
を

３
身
戒
・
口
戒
・
意
戒
。
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７
仏
を
念
ず
・
仏
身
を
得
ん
と
欲
す
る
が
故
に
。
常
に
正
法
を
念
ず
・
仏
法
を
得
ん
と
欲
す
る
が
故
に
。
常
に
僧
を
念
ず
、
自
ら
僧

た
る
を
得
ん
が
故
に
。
常
に
戒
を
念
ず
、
誓
願
浄
の
故
に
。
常
に
捨
を
念
ず
、
諸
々
の
煩
悩
を
捨
せ
ん
が
故
に
、
常
に
天
を
念
ず
、

菩
提
心
を
明
了
せ
ん
が
故
に
、
諸
々
の
衆
生
を
観
ず
、
歓
喜
心
の
故
に
。

８
食
に
貧
著
せ
ず
。
飲
宴
に
貧
著
せ
ず
。
丈
夫
に
貧
著
せ
ず
。
末
香
塗
香
に
貧
著
せ
ず
。
園
林
を
遊
観
す
る
を
食
ら
ず
。
戯
笑
を
貧

ら
ず
。
歌
音
及
び
誌
の
妓
楽
を
貧
ら
ず
。
舞
戯
を
貧
ら
ず
。
交
酒
会
楽
を
貧
ら
ず
。

９
「
我
」
有
り
と
説
か
ず
。
衆
生
有
り
と
説
か
ず
。
寿
命
及
び
人
・
丈
夫
有
り
と
説
か
ず
。
断
見
を
説
か
ず
。
常
見
を
説
か
ず
。
有
見

に
著
せ
ず
。
無
見
に
著
せ
ず
。
普
く
因
縁
法
を
解
す
。

加
諸
の
衆
生
に
於
て
慈
心
を
修
行
す
。
他
の
財
封
に
於
て
貧
愛
を
生
ぜ
ず
。
他
の
男
子
の
人
を
思
念
せ
ず
。
失
命
の
因
縁
に
も
終
に

妄
語
せ
ず
。
両
舌
を
な
さ
ず
。
漉
悪
語
せ
ず
。
無
義
語
せ
ず
。
無
明
を
起
さ
ず
。
砿
害
を
な
さ
ず
。
正
直
の
見
あ
り
て
業
報
に
依
る
。

で
あ
り
、
こ
の
十
法
行
を
成
就
す
れ
ば
女
身
を
男
身
に
転
じ
正
党
を
得
る
こ
と
の
出
来
る
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
十
法
行
の
設

定
は
、
諸
界
は
妄
想
に
し
て
空
衆
の
如
き
で
あ
り
、
す
べ
て
の
性
は
空
寂
に
於
て
あ
る
と
す
る
蹴
場
、
換
言
す
る
と
、
仏
教
思
想
ｌ
特

に
般
若
の
説
く
空
思
想
ｌ
‐
に
立
脚
す
る
深
法
観
察
の
立
場
か
ら
発
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
大
樹
緊
那
羅
王
所
間
経
は
空
・

無
相
・
無
願
を
説
き
般
若
波
羅
密
を
高
唱
し
て
、
諸
経
中
の
王
と
し
て
衆
生
の
済
度
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
便
波
羅
密
の
一

と
し
て
諸
夫
人
等
の
成
仏
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
併
し
、
そ
の
根
底
に
あ
る
思
想
は
と
も
角
、
表
現
に
於
て
は
従
来
の
変
成
男
子

思
想
を
い
で
る
こ
と
が
出
来
得
な
か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
経
典
は
羅
什
訳
の
Ａ
Ｄ
四
○
二
年
’
四
一
二

年
訳
に
対
し
、
月
支
の
支
婁
迦
識
訳
は
Ａ
Ｄ
一
四
七
年
’
一
八
六
年
と
な
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
早
期
の
経
典
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
如

⑮

上
の
各
経
典
は
女
人
の
成
仏
に
つ
い
て
変
成
男
子
の
上
成
仏
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
仏
説
首
拐
厳
三
昧
経
は
堅
意
菩
薩
と
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そ
し
て
、
こ
の
女
人
の
身
を
転
ず
る
義
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
の
後
股
域
天
子
は

「
善
男
子
、
一
切
諸
法
中
成
ぜ
ず
転
ぜ
ず
、
諸
法
は
一
味
な
り
、
法
性
味
を
謂
う
。
善
男
子
、
我
所
願
に
随
い
て
女
人
の
身
あ
り
。
若
し

我
が
身
を
し
て
男
子
を
成
ず
る
を
得
せ
し
む
る
も
、
女
人
の
相
に
於
て
壊
せ
ず
捨
せ
ず
。
祷
男
子
、
雌
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
鮭
れ
男
、

是
れ
女
、
倶
に
顛
倒
と
な
す
。
一
切
諸
法
と
及
び
顛
倒
と
、
悉
く
皆
難
党
し
て
こ
相
を
離
る
。
」

と
、
諸
法
は
一
味
に
し
て
、
男
女
の
差
別
を
立
て
る
こ
と
は
個
我
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
に
顛
倒
で
あ
る
、
と
な
し
て
い
る
。
即
ち

こ
の
立
場
は
、
般
若
経
の
一
切
皆
空
説
に
出
発
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
空
観
説
か
ら
変
我
男
子
に
つ
い
て
、
他
経
典
よ
り
更
に
一

⑯

歩
を
進
め
た
解
釈
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
次
で
、
大
方
博
大
集
絲
は

「
舎
利
弗
ょ
、
汝
今
実
に
い
う
、
宝
女
菩
薩
は
こ
れ
女
身
や
、
と
。
こ
の
観
を
な
す
な
か
れ
・
何
を
以
て
の
故
に
、
女
身
を
受
く
る
は
即

ち
こ
れ
慧
力
神
通
の
力
な
り
ｄ
舎
利
弗
よ
、
こ
の
女
人
は
す
で
に
無
晶
劫
中
に
於
て
男
女
の
身
を
離
る
。
か
く
の
如
き
の
身
は
こ
れ
過
去

に
非
ず
。
亦
、
未
来
・
現
在
に
非
ず
。
此
身
は
即
方
便
身
、
地
の
方
便
身
は
此
仙
界
九
万
二
千
の
淵
女
人
癖
を
化
し
、
阿
糖
多
羅
三
読
三

菩
提
心
を
発
す
。
：
・
・
・
・
舎
利
弗
、
我
は
男
身
に
於
て
な
お
厭
悔
を
生
ず
、
況
や
女
身
を
や
」

と
述
べ
、
宝
女
菩
薩
は
女
で
あ
る
か
ど
う
か
等
、
と
考
え
る
べ
き
で
な
く
、
す
で
に
男
女
の
別
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
り
、
慧
力
神
通
之

挫
域
天
子
（
の
ｏ
亘
）
の
次
の
如
き
対
話
を
掲
げ
て
い
る
。

堅
意
菩
薩
「
何
の
功
徳
を
行
じ
て
か
女
人
の
身
を
転
ぜ
ん
」

槌
域
天
子
「
善
男
子
、
大
乗
を
発
す
者
は
男
女
の
別
異
あ
る
を
見
ず
。
所
以
は
何
か
ん
。
薩
婆
若
の
心
は
三
界
に
あ
ら
ず
。
分
別
あ
る

故
に
男
あ
り
女
あ
り
。
に
者
が
問
う
所
の
何
の
功
徳
を
行
じ
て
か
女
人
の
身
を
転
ぜ
ん
と
な
ら
ば
、
昔
よ
り
菩
薩
に
事
え
て
心
に
詔
曲
な

き
な
り
」
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と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
内
容
に
於
て
差
を
認
め
得
な
い
が
、
前
世
の
罪
に
よ
り
女
人
の
身
に
な
る
と
な
す
従
前
の
女
人
劣
視
の
考
え
方

が
表
現
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
無
男
子
法
・
無
女
人
法
と
称
し
、
宝
女
菩
薩
に
つ
い
て
の
物
語
が
、
女
人
の
あ
り
方
一
般
を
示
唆
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
う
る
。
換
言
す
れ
ば
、
女
人
劣
視
・
男
女
隔
別
の
考
え
方
に
対
す
る
拒
否
を
こ
の
中
か
ら
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

従
っ
て
、
こ
の
宝
女
菩
薩
の
物
語
の
中
に
於
て
は
変
成
男
子
思
想
は
す
で
に
空
観
思
想
に
よ
っ
て
超
克
さ
れ
て
お
る
こ
と
を
認
め
う
る
と

⑱

思
わ
れ
る
。
更
に
、
羅
什
訳
維
摩
詰
所
説
経
は
そ
の
見
衆
生
品
の
中
に
於
て
、

「
舎
利
州
言
く
。
汝
何
を
以
て
女
身
を
転
ぜ
ざ
る
や
。
天
曰
く
。
我
十
二
年
よ
り
こ
の
か
た
女
人
の
相
を
求
め
る
に
つ
い
に
得
る
べ
か
ら

ず
。
当
に
い
か
に
転
ず
べ
し
。
響
幻
師
が
幻
女
を
化
作
す
る
が
如
し
。
若
し
人
あ
り
何
を
以
て
女
身
を
転
ぜ
ず
や
と
問
は
ば
、
足
人
正
問

と
な
す
や
否
や
。
舎
利
弗
曰
く
、
い
な
な
り
。
幻
に
は
定
相
な
し
、
当
に
い
か
に
転
ず
べ
し
。
天
曰
く
。
一
切
諸
法
も
亦
復
是
の
如
し
。

「
弁
利
弗
世
尊
に
間
う
て
曰
く
。
何
の
罪
を
以
て
蓋
し
女
人
の
身
を
受
く
る
や
。
仏
舎
利
弗
に
告
ぐ
。
菩
薩
大
士
は
罪
を
以
て
蒜
し
女
人

の
身
を
受
け
ず
。
所
以
は
如
何
ん
。
脊
薩
大
士
は
慧
神
通
普
権
方
便
聖
明
を
以
っ
て
の
故
に
、
女
人
の
身
を
現
じ
群
黎
を
開
化
す
。
…

…
斯
宝
女
は
女
人
と
な
す
や
、
こ
の
観
を
な
す
な
か
れ
◎
蝿
迦
力
を
う
け
て
所
変
あ
り
。
則
ち
典
の
僻
朧
な
り
。
野
に
こ
の
槻
を
な
す
べ

し
。
男
子
法
な
く
、
女
人
法
な
し
。
一
切
諸
法
の
要
を
具
足
し
無
来
無
去
な
り
。
此
宝
女
は
間
浮
提
に
処
し
て
九
万
二
千
の
諸
の
敢
女
衆

を
州
化
教
授
し
、
皆
無
上
正
真
の
道
の
意
を
発
す
。
．
‐
・
；
舎
利
弗
曰
く
。
今
吾
は
則
ち
男
子
の
身
を
楽
う
を
好
ま
ず
、
況
や
当
に
復
女
人

⑰

謹
択
宝
女
所
間
経
の
問
宝
女
品
は

力
に
よ
り
諸
天
人
の
た
め
に
方
便
身
た
る
女
身
を
現
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
な
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
宝
女
菩
薩
に
関
す
る
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
女
性
一
般
に
対
し
て
保
持
す
る
大
集
経
の
立
場
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
集
絲
宝
女
仙
の
別
訳
な
る
竺
法

の
像
を
受
く
べ
き
を
。
」
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定
相
あ
る
こ
と
な
し
。
い
か
ん
ぞ
乃
ち
女
身
を
転
ぜ
ざ
る
を
問
う
や
。
」

と
、
舎
利
州
と
維
摩
居
士
の
宅
に
お
っ
た
宝
女
の
問
答
を
掲
げ
、
更
に
、
宝
女
が
神
通
力
を
も
っ
て
舎
利
弗
を
女
身
に
か
え
て
、
ど
う
し

て
女
身
を
転
じ
な
い
の
か
と
舎
利
弗
に
問
い
、
舎
利
卯
の
答
を
侍
っ
て
次
の
如
く
語
っ
て
い
る
。

「
舎
利
弗
、
若
し
能
く
此
の
女
身
を
転
ず
れ
ば
即
ち
一
切
の
女
人
も
亦
当
に
能
く
転
ず
べ
し
。
舎
利
弗
の
女
に
非
ず
し
て
而
も
女
身
を
現

ぜ
る
が
如
く
一
切
の
女
人
も
亦
復
是
の
如
し
。
女
身
を
現
ず
と
雛
も
女
に
非
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
仏
は
一
切
の
諸
法
を
男
に
非
ず
女
に

ぎ
な
い
。
か
ぇ
る
幸

を
主
張
し
て
い
る
。

非
ず
と
説
き
た
ま
ひ
し
な
り
。
」

天
女
が
舎
利
弗
に
問
う
。
「
女
身
の
色
相
今
い
づ
く
に
か
あ
る
」

舎
利
弗
曰
く
「
女
身
の
色
相
は
在
も
な
く
不
在
も
な
し
。
」

天
女
曰
く
。
．
切
諸
法
も
亦
復
足
の
如
し
。
在
も
な
く
不
在
も
な
し
。
夫
れ
在
な
く
不
在
な
し
と
は
仏
の
説
き
た
ま
う
所
な
り
。
」

の
対
話
は
明
ら
か
に
大
乗
仏
教
の
真
意
に
立
脚
し
て
、
変
成
男
子
の
消
極
的
且
つ
小
乗
的
あ
り
方
か
ら
更
に
女
人
成
仏
に
対
す
る
大
乗
の

あ
り
方
を
積
極
的
に
顕
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
う
る
。

即
ち
、
一
切
の
女
人
は
「
女
」
で
は
な
く
、
仮
に
女
身
を
現
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
人
間
の
中
に
於
て
、
「
男
」
「
女
」
の
差
別
は

全
く
存
し
な
い
の
で
あ
り
、
仮
の
姿
に
ま
よ
っ
て
諸
法
に
定
相
あ
り
と
誤
り
、
男
女
の
差
を
立
て
男
か
ら
み
て
女
を
劣
視
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
か
上
る
考
え
方
は
仏
の
教
え
を
誤
て
る
も
の
で
あ
り
、
一
切
皆
空
、
一
切
平
等
の
本
旨
に
立
ち
還
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

従
っ
て
、

4
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如
上
は
各
経
典
中
か
ら
女
人
成
仏
に
言
及
せ
る
箇
所
を
摘
出
し
、
女
人
に
対
す
る
態
度
を
内
容
上
か
ら
列
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か

し
、
こ
こ
か
ら
知
り
う
る
こ
と
は
、
般
若
経
・
法
華
経
等
の
代
表
的
大
乗
経
典
の
女
人
成
仏
観
は
、
変
成
男
子
で
あ
り
、
し
か
も
女
人
が

仏
遊
を
修
行
し
恥
っ
た
時
に
於
て
そ
れ
は
成
さ
れ
う
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
根
底
に
は
女
人
劣
視
の
観
念
が
完
全
に

掃
去
さ
れ
ず
に
存
す
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
大
方
等
大
集
経
更
に
維
摩
経
は
仏
教
思
想
の
立
場
に
立
っ
て
女
人
劣

視
思
想
に
対
し
て
明
白
な
拒
絶
を
示
し
て
い
る
。
提
婆
達
多
品
は
後
の
世
に
於
て
法
華
経
の
中
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
な
さ
れ
て

い
る
が
、
法
華
経
よ
り
前
の
世
に
作
成
さ
れ
た
と
な
さ
れ
る
維
摩
経
の
中
に
秀
れ
た
女
人
成
仏
観
の
存
す
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を

含
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
維
摩
経
と
提
婆
達
多
品
の
成
立
地
域
の
相
異
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
。
提
婆
達
多
品
の
成
立
は
維
朧
経
よ
り
も
更

に
古
い
年
代
で
あ
っ
た
の
か
。
興
味
は
存
す
る
と
い
い
う
る
が
、
た
だ
、
提
婆
達
多
品
品
は
そ
の
文
中
に
於
て
法
華
経
を
指
摘
し
て
い
る

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
次
の
樒
会
を
得
た
い
と
思
う
。

③⑦③⑤④③②①

大
正
一
○
○
・
Ｐ
蝿
ａ

大
正
八
・
Ｐ
知
ｂ
・
Ｐ
師
ｂ
・
Ｐ
碗
ａ
・
大
正
六
・
Ｐ
碗
ａ
等

大
正
一
三
・
Ｐ
“
ａ
南
伝
十
一
下
・
Ｐ
“
十
五
・
Ｐ
知
四
七
・
Ｐ
妬
等

大
正
九
・
Ｐ
血
ａ

南
条
土
田
本
・
Ｐ
麺

大
正
九
・
Ｐ
弱
ｃ

大
正
九
九
・
Ｐ
繩
ａ

大
正
九
・
Ｐ
お
ｃ

Ｐ
噸
ａ
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